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コミュニティー・スクールだより NO.２ 

 

 

2学期、新しい試みとして、ミシンボランティアを募集し、活動支援を行いました。 

御協力いただいた皆様、ありがとうございました。 

今回は、活動報告として、子供たち、先生方、ボランティアさんの感想を次ページに掲載しました。 

ぜひ、御一読いただき、次回のボランティア募集の際には、お時間や御興味のある方は、御協力 

いただければと思います。 

 

 

コミュニティー・スクール（CS）という言葉を聞いたことがありますか？   

これは、「学校運営協議会」を設置し、保護者・地域の皆さんと一緒に 

「特色ある学校づくり」を進めている学校のことです。 

今年度から追分小学校でも導入されました。 

＜一言でいうと・・＞ 

 〇保護者・地域・学校が協力して、子供たちの教育活動を応援していきましょう。 

＜どんな効果があるの？＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～できる人ができることをできる時に～ 

これがボランティアの大切なことです。無理せず、少しの時間を子供たちのためにお貸しください。 

 

 

 

 

☆子供たちにとって 

・多くの人と関わることで、夢や希望

を持つことができます。 

・学校での学習環境が整います。 

☆学校にとって 

・教育活動が充実するとともに、子供

たちと向き合う時間の確保につなが

ります。 

☆地域の皆さんにとって 

・経験を生かすことで、子供や地域の

役に立つ充実感につながります。 

☆保護者の方々にとって 

・学校や地域への理解と安心感が深

まります。 

・人間関係が広がります。 



＜活 動 報 告＞ 
２学期のはじめ、ミシンボランティアを募集させていただきました。 

初めての試みで、反応が心配されましたが、今回は８人の方が応募してくださいました。 

５年生の家庭科の初めてのミシンの活動支援に各々1～5回ほど、お手伝いいただきました。 

お手伝いいただいた方、ありがとうございました。子供たちも、先生も大変喜んでおりました。 

子供たち、先生方、ボランティアさんの声を紹介します。 

 

＜子供たち＞（抜粋） 

・ありがたい。 

・何か分からないときに、手を借りることのできる人が増えるのでいいなと思った。 

・困ったときに手助けしてもらい、スムーズにできた。 

・先生一人だけだと一度にたくさんの子は回れないので、助かった。 

 

 ＜ボランティアさん＞（抜粋） 

 ・楽しかった。 

 ・子供たちもどんどん聞いてくれるし、アドバイスもできてよかった。 

 ・練習すればできるという成功体験を感じてほしい。 

 ・自分のやってきたこと（被服の専門学校卒）を生かせてよかった。 

 ・いい体験をさせてもらった。 

 ・一緒に楽しめた。 

  ・初めは、支援ができるのか心配だったけど、なんとかできてよかった。 

  ・ボランティア同士で話をしたら、思わぬところでつながって、驚いたがうれしかった。 

 

  ＜先生方＞（抜粋） 

  ・すごく助かりました。 

・子供たちが、充実した活動ができて、予定通り活動を進めることができた。 

・子供たちのとても満足そうな表情が印象的でした。 

 

 

今後も、ボランティアの募集をする際は、ぜひ御協力をお願いいたします。 

 

  


